
司書

書

評

田
中
　
文
英
著

『
平
氏
政
権
の
研
究
』

は
　
じ
　
め
　
に

元
　
木
　
泰
　
雄

　
長
年
、
平
安
質
草
の
政
治
史
に
関
す
る
研
究
を
精
力
的
に
進
め
て
こ
ら
れ

た
田
中
文
英
氏
が
、
平
氏
政
権
を
取
上
げ
た
論
文
を
集
大
成
し
た
著
書
『
平

氏
政
権
の
研
究
』
を
上
梓
さ
れ
た
。
本
書
は
、
表
題
の
平
氏
政
権
の
問
題
の

み
な
ら
ず
、
寺
院
史
や
治
承
・
寿
永
の
内
乱
の
理
解
に
も
大
き
な
｝
石
を
投

ず
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
以
下
、
本
書
の
内
容
を
簡
単
に
紹
介
し
、
研
究

の
意
義
と
、
各
章
お
よ
び
本
書
全
体
に
係
わ
る
問
題
点
を
取
り
上
げ
る
こ
と

に
し
た
い
。

内
容
の
紹
介

ま
ず
、
全
体
の
溝
成
と
各
章
の
内
容
を
紹
介
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
序
　
章
　
本
書
の
課
題
と
構
成

　
第
一
章
　
平
氏
政
権
の
形
成
過
程

　
第
二
章
平
氏
政
権
と
摂
関
家

　
第
三
章
　
平
氏
政
権
の
国
衙
支
配
－
安
芸
国
の
場
合
1

　
　
第
四
章
　
平
氏
政
権
の
在
地
支
配
構
造
ー
ー
紀
伊
国
の
佐
藤
鶏
を
中
心

　
　
　
　
　
こ
一

　
　
第
五
童
・
後
白
河
院
政
期
の
政
治
権
力
と
権
門
寺
院

　
　
第
六
章
　
高
倉
親
政
・
院
政
と
平
氏
政
権

　
　
第
七
章
　
以
仁
王
の
乱

　
　
第
八
章
　
治
承
・
寿
永
の
内
乱
一
平
氏
政
権
と
寺
院
勢
力
－

　
　
終
　
章
　
平
氏
政
権
の
歴
史
的
位
置

　
以
上
の
よ
う
に
、
本
書
は
本
論
に
当
た
る
第
｝
～
八
の
各
章
と
、
序
章
・

終
章
か
ら
な
っ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
今
回
書
き
下
ろ
さ
れ
た
の
は
序
章
、

終
章
と
第
六
章
の
大
部
分
で
、
他
の
各
章
は
既
発
表
の
論
文
を
集
成
し
た
も

の
だ
が
、
一
部
の
章
で
若
干
の
加
筆
が
な
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
ず
、
序
章
で
は
、
平
正
盛
以
降
、
平
氏
が
中
央
政
界
に
進
出
し
て
政
権

を
確
立
し
、
や
が
て
没
落
し
て
ゆ
く
過
程
を
分
析
す
る
こ
と
で
平
氏
政
権
の

歴
史
的
位
置
を
考
察
す
る
と
い
う
本
書
の
挽
型
が
設
定
さ
れ
、
続
い
て
在
地

諸
階
層
の
台
頭
と
闘
争
、
院
政
の
出
現
に
伴
う
国
家
権
力
の
変
動
、
国
衙
・

荘
園
支
配
体
制
の
再
編
成
、
延
暦
寺
・
東
大
寺
等
寿
院
勢
力
の
動
向
と
の
関

連
と
い
っ
た
、
本
書
を
貫
く
基
本
的
な
分
析
視
角
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
武
士
と
荘
園
領
主
を
対
立
的
に
理
解
す
る
石
母
田
正
氏
の
領
主
制
論

に
よ
る
平
氏
研
究
の
限
界
を
主
張
し
、
黒
田
俊
雄
氏
の
権
門
体
制
論
に
基
づ

く
政
治
史
分
析
を
基
調
と
す
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
平
氏

と
院
以
下
の
荘
園
領
主
と
の
結
合
を
重
視
し
、
院
以
下
の
全
支
配
体
制
の
中

で
の
平
氏
の
役
割
、
平
氏
と
荘
園
制
支
配
と
の
関
係
を
解
明
す
る
こ
と
、
さ

ら
に
平
氏
政
権
成
立
に
お
け
る
高
倉
親
政
・
院
政
や
権
門
寺
院
と
の
関
係
や
、

寺
院
勢
力
と
の
矛
盾
を
前
提
と
し
た
以
仁
王
挙
兵
以
後
の
内
乱
の
分
析
が
提

唱
さ
れ
て
い
る
。
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つ
い
で
第
一
～
四
章
で
は
平
薦
政
権
の
成
立
の
前
提
や
、
そ
の
権
力
組
織

の
分
析
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　
第
一
章
で
は
、
平
氏
武
士
団
の
成
立
・
発
展
を
院
領
荘
園
と
の
関
係
を
論

じ
る
。
平
氏
の
所
領
は
小
規
模
な
も
の
で
、
正
盛
の
武
士
國
は
狭
小
で
脆
弱

で
あ
っ
た
。
預
所
平
家
貞
以
下
の
支
配
構
造
が
形
成
さ
れ
る
が
、
結
局
は
農

民
の
成
長
度
の
高
さ
に
よ
っ
て
規
制
を
受
け
て
、
坂
東
の
豪
族
武
士
の
よ
う

な
大
規
模
な
惣
領
制
的
武
土
団
に
至
ら
な
い
。
一
方
、
院
に
と
っ
て
平
氏
の

武
力
は
、
当
時
高
揚
し
つ
つ
あ
っ
た
海
賊
・
神
人
等
の
反
国
衙
闘
争
の
鎮
圧
、

ま
た
荘
園
の
支
配
の
た
め
に
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
こ
の
た
め
平
氏
は
多
く
の

荘
園
で
領
家
・
預
所
の
位
置
を
占
め
、
独
自
の
権
力
を
形
成
し
た
。
し
か
し
、

荘
園
で
権
力
組
織
か
ら
外
さ
れ
た
在
地
領
主
の
反
平
氏
行
動
や
農
民
の
闘
争

を
生
み
、
そ
れ
が
平
氏
を
畿
内
に
釘
付
け
に
し
て
没
落
を
は
や
め
る
政
治
的

基
底
と
な
っ
た
。

　
第
二
章
で
は
、
摂
関
家
と
平
氏
武
士
団
と
の
連
繋
の
政
治
的
意
味
を
摂
関

家
の
荘
園
制
支
配
体
制
と
の
関
係
で
検
討
す
る
。
保
元
の
乱
で
摂
関
家
の
荘

園
支
配
の
武
力
が
解
体
さ
れ
た
後
に
平
氏
が
介
入
す
る
こ
と
に
な
る
。
有
名

な
基
実
需
領
の
押
領
事
件
も
、
こ
う
し
た
事
情
と
関
係
す
る
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
平
氏
は
畿
内
近
国
に
お
い
て
、
摂
関
家
領
の
預
所
と
し
て
在
地
領
主

を
権
力
編
成
、
大
番
舎
人
も
組
織
す
る
が
、
反
面
院
領
の
揚
合
と
同
様
の
矛

盾
も
惹
起
し
た
。
一
方
、
薩
摩
・
東
国
等
の
遠
隔
地
荘
園
で
も
平
氏
の
支
配

が
見
ら
れ
た
が
、
東
国
・
奥
羽
の
欝
欝
型
荘
園
で
は
豪
族
が
平
氏
に
依
存
し

な
い
た
め
に
、
平
氏
と
の
対
立
を
生
じ
た
。

　
第
三
章
で
は
、
平
氏
の
地
方
支
配
の
実
態
に
つ
い
て
、
安
芸
国
を
例
に
論

じ
る
。
清
盛
は
在
地
領
主
か
ら
寄
進
さ
れ
た
荘
園
を
厳
島
社
に
寄
進
し
て
同

社
領
を
形
成
、
荘
園
を
通
し
て
権
力
機
構
を
編
成
し
た
。
そ
れ
を
階
調
公
権

に
つ
ら
な
る
地
頭
職
と
い
う
統
一
的
な
所
職
に
再
編
成
す
る
こ
と
で
権
力
組

織
と
国
衙
機
構
の
掌
握
を
さ
ら
に
強
化
し
よ
う
と
し
た
。
こ
の
結
果
、
平
氏

は
安
芸
国
の
在
地
領
主
を
掌
握
し
て
源
氏
の
進
撃
を
阻
止
し
う
る
体
制
を
築

く
が
、
反
面
権
力
組
織
か
ら
排
除
さ
れ
た
在
地
領
主
や
農
民
と
の
矛
盾
も
激

化
さ
せ
た
。

　
第
四
章
で
は
平
馬
政
権
が
よ
っ
て
た
つ
在
地
支
配
構
造
を
究
明
す
る
た
め

に
、
紀
伊
国
佐
藤
馬
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
佐
藤
氏
は
院
政
期
初
期
に
紀
伊

に
土
着
し
た
豪
族
で
、
摂
関
家
家
産
機
構
を
通
し
て
平
氏
と
結
合
し
、
平
氏

の
支
援
を
受
け
て
周
辺
に
対
す
る
侵
略
を
開
始
す
る
。
そ
の
際
の
武
力
動
員

は
平
氏
政
権
の
軍
事
動
員
体
制
と
の
関
係
で
行
わ
れ
て
い
た
が
、
平
氏
は
佐

藤
氏
の
よ
う
に
以
前
か
ら
拠
点
的
に
形
成
し
て
き
た
家
人
郎
等
組
織
を
中
心

と
し
て
武
力
を
徴
発
し
て
お
り
、
単
に
公
権
に
よ
っ
て
強
制
し
た
わ
け
で
は

な
い
。
し
か
し
、
悪
僧
・
農
民
の
抵
抗
を
受
け
た
佐
藤
氏
は
紀
伊
の
所
領
確

保
に
精
一
杯
で
、
平
氏
と
と
も
に
遠
征
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。

　
第
五
章
以
下
で
は
、
平
氏
政
権
の
実
態
や
、
権
門
寺
院
と
の
関
係
を
中
心

と
し
た
内
乱
期
の
政
治
過
程
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

　
第
五
章
で
は
、
後
白
河
院
政
・
平
氏
政
権
と
権
門
寺
院
の
関
係
が
包
括
的

に
展
開
さ
れ
る
。
ま
ず
後
白
河
は
、
田
堵
・
堂
衆
に
対
す
る
抑
圧
等
に
よ
っ

て
寺
院
と
の
矛
盾
を
孕
む
一
方
で
、
権
門
寺
院
の
忠
誠
競
争
を
通
し
て
一
応

の
統
制
を
行
っ
て
い
た
。
こ
れ
に
対
し
、
平
氏
は
在
地
支
配
を
め
ぐ
っ
て
農

民
・
寺
院
と
対
立
し
て
き
た
上
に
、
治
承
三
年
政
変
で
王
法
仏
法
相
器
の
体

制
を
改
変
し
た
た
め
、
権
門
寺
院
と
の
対
立
は
必
然
化
し
、
高
倉
院
の
厳
島

社
参
問
題
を
機
に
三
寺
院
が
一
定
の
連
繋
を
形
成
す
る
。
こ
の
根
底
に
は
田

堵
農
昆
の
闘
争
も
あ
る
が
、
既
存
の
王
法
仏
法
相
依
の
国
家
体
制
を
維
持
し

て
権
益
・
特
権
を
護
持
・
拡
充
す
る
目
的
が
あ
っ
た
。
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評書

　
第
六
章
で
は
、
治
承
三
年
政
変
で
清
盛
が
樹
立
し
た
体
制
の
内
容
を
具
体

的
に
解
明
す
る
。
治
承
三
年
十
　
月
政
変
は
平
氏
　
門
の
政
治
的
既
得
権
益

を
保
全
す
る
た
め
の
防
衛
的
・
受
命
的
目
的
の
も
と
に
敢
行
し
た
も
の
だ
が
、

清
盛
は
高
倉
親
政
に
よ
っ
て
権
力
の
正
当
化
を
図
り
、
と
く
に
一
門
の
意
志

を
高
倉
の
命
令
に
転
化
す
る
内
議
に
重
要
な
意
味
を
も
た
せ
た
。
そ
し
て
一

門
と
と
も
に
、
人
事
を
通
し
て
組
織
し
た
公
卿
・
実
務
官
僚
等
に
よ
っ
て
知

行
国
主
・
受
領
を
独
占
、
太
政
官
も
支
配
し
た
。
こ
れ
は
旧
来
の
機
構
を
掌

握
し
た
も
の
だ
が
、
一
族
・
家
人
の
補
任
を
基
軸
と
し
て
い
る
点
で
院
・
摂

関
家
と
異
な
る
権
力
組
織
で
あ
っ
た
。

　
第
七
章
で
は
「
以
仁
王
の
乱
」
に
つ
い
て
、
実
態
の
復
元
と
政
治
史
的
意

義
が
検
討
さ
れ
る
。
以
仁
王
が
組
織
し
た
武
力
自
体
は
弱
体
で
、
延
暦
・
園

城
・
興
福
寺
の
連
繋
は
成
立
し
な
か
っ
た
。
寺
院
勢
力
は
権
門
の
利
益
を
保

証
す
る
者
と
し
か
結
合
し
な
い
の
で
あ
る
。
ま
た
源
頼
政
を
除
け
ば
参
加
し

た
武
士
も
僅
か
で
、
在
地
に
お
け
る
武
士
と
田
堵
の
対
立
を
反
映
し
て
兵
僧

連
合
も
成
立
し
な
か
っ
た
。

　
第
八
章
で
は
内
乱
に
お
い
て
果
た
し
た
寺
院
勢
力
の
政
治
的
意
義
を
追
求

す
る
。
平
氏
と
毒
院
勢
力
の
対
立
の
激
化
か
ら
福
原
遷
都
や
還
都
、
近
江
に

お
け
る
蜂
起
が
発
生
す
る
が
、
結
局
、
平
氏
が
南
都
焼
打
ち
を
強
行
し
、
内

乱
鎮
圧
の
た
め
に
畿
内
周
辺
に
総
意
以
下
の
総
力
戦
体
制
を
購
築
し
た
こ
と

か
ら
、
寺
院
勢
力
と
平
氏
の
対
立
は
決
定
的
と
な
つ
．
た
。
そ
し
て
復
活
し
た

後
自
尽
院
が
安
穏
の
象
徴
で
あ
る
の
に
対
し
、
仏
敵
と
し
て
武
勇
を
象
質
し

た
平
氏
は
孤
立
と
滅
亡
の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
る
。

　
最
後
に
終
章
で
全
体
の
論
旨
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

二
本
書
の
意
義

　
つ
ぎ
に
、
本
書
の
意
義
に
つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
ま
ず
何
と
い
っ
て
も
、
平
氏
の
台
頭
か
ら
平
氏
政
権
の
成
立
と
崩
壊
に
至

る
過
程
を
包
括
的
に
理
解
し
た
初
め
て
の
研
究
書
と
い
う
点
は
大
き
く
評
緬

さ
れ
る
。
従
来
、
院
政
期
の
平
氏
と
平
氏
政
権
と
を
総
合
的
に
捉
え
た
研
究

は
な
く
、
平
氏
政
権
の
研
究
も
貴
族
政
権
と
武
士
政
権
の
中
間
形
態
、
も
し

く
は
幕
府
の
先
駆
と
し
て
扱
わ
れ
、
そ
れ
と
の
関
連
で
特
定
の
問
題
の
み
が

議
論
さ
れ
る
傾
向
に
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
平
氏
・
平
氏
政
権
段
階
を
一

貫
し
て
把
握
し
た
本
書
は
、
今
後
の
平
氏
・
平
氏
政
権
研
究
の
搬
針
と
な
る

業
績
と
欝
え
よ
う
。

　
本
書
の
最
大
の
特
色
は
方
法
の
面
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
黒
田
俊
雄
氏
の

提
唱
し
た
権
門
体
制
論
の
立
場
で
政
治
史
叙
述
を
行
っ
た
点
が
大
き
な
意
味

を
持
つ
。
平
氏
の
台
頭
を
院
・
摂
関
家
の
家
産
機
構
と
の
関
係
か
ら
論
じ
た

点
（
第
一
・
二
章
）
は
、
荘
園
制
と
領
主
制
を
峻
別
し
て
武
土
を
単
に
貴
族

の
傭
兵
と
し
か
理
解
し
な
か
っ
た
通
説
に
対
す
る
優
れ
た
批
判
と
言
え
る
。

ま
た
摂
関
家
の
家
産
機
梅
を
媒
介
と
し
て
紀
伊
国
の
佐
藤
氏
と
の
主
従
関
係

が
形
成
さ
れ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
点
（
第
四
章
）
も
、
権
門
と
武
士
と

の
関
係
を
考
察
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
。
な
お
、
佐
藤
氏
の
よ
う
な
軍
事
貴

族
を
取
り
上
げ
、
成
長
度
の
高
い
農
民
と
武
士
の
厳
し
い
対
立
を
浮
き
彫
り

に
し
た
点
も
、
坂
東
等
の
闊
発
領
主
と
異
な
る
畿
内
の
武
土
の
特
色
を
際
立

た
せ
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

　
さ
ら
に
、
平
氏
政
権
の
武
的
側
面
だ
け
で
は
な
く
、
高
倉
を
通
し
て
支
配

の
正
当
化
を
図
っ
た
こ
と
、
治
承
三
年
政
変
後
に
安
芸
・
摂
津
・
大
宰
府
等

に
一
門
以
外
の
文
官
国
司
を
任
じ
た
背
景
等
、
朝
廷
の
機
構
に
対
す
る
支
配
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の
実
態
を
詳
細
に
論
じ
、
平
氏
政
権
を
規
定
す
る
公
家
政
権
の
枠
組
み
を
構

造
的
に
理
解
し
た
点
も
、
権
門
体
制
論
の
視
点
に
基
づ
く
成
果
と
言
え
よ
う

（
第
六
章
）
。

　
縫
門
体
制
論
に
立
っ
た
も
う
一
つ
の
重
要
な
成
果
は
、
権
門
寺
院
の
動
向

を
組
み
込
ん
だ
包
括
的
で
動
的
な
政
治
史
を
構
築
し
た
こ
と
で
あ
る
。
従
来

の
領
主
制
論
で
は
古
代
的
勢
力
と
し
て
、
十
分
に
分
析
さ
れ
た
と
は
言
い
が

た
い
権
門
寺
院
に
つ
い
て
、
そ
れ
に
包
含
さ
れ
る
堂
衆
、
田
堵
農
民
層
の
動

き
を
基
軸
と
し
な
が
ら
後
白
河
院
と
の
矛
盾
や
強
訴
等
の
意
味
を
再
検
討
し
、

さ
ら
に
鹿
ケ
谷
事
件
以
後
の
平
氏
が
王
法
仏
法
相
依
の
中
で
院
権
力
に
及
ば

な
か
っ
た
こ
と
、
治
承
三
年
政
変
で
鎮
西
下
向
を
称
し
て
権
門
寺
院
に
脅
威

を
与
え
た
こ
と
等
を
指
摘
し
た
点
（
第
五
童
・
）
、
以
仁
王
の
乱
以
後
の
権
門
寺

院
の
動
き
を
詳
細
に
解
明
す
る
と
と
も
に
、
平
氏
政
権
と
の
関
係
を
構
造
的

に
分
析
し
た
点
（
第
七
・
八
章
）
は
、
今
後
の
当
該
期
の
政
治
史
研
究
に
お

い
て
不
可
欠
の
論
点
と
な
る
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
田
堵
農
民
の
動
き
を
重
視
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
が
直
接
的
に
権
門

寺
院
全
体
を
動
か
す
こ
と
は
な
く
、
寺
院
内
部
に
お
け
る
矛
盾
・
対
立
を
通

し
て
、
権
門
寺
院
の
政
治
的
動
向
が
複
雑
化
し
た
と
す
る
指
摘
は
注
程
す
べ

き
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
田
堵
・
堂
衆
を
過
大
に
評
価
し
た
松
本
新
八

郎
・
浅
香
年
木
属
等
の
所
説
を
否
定
し
た
ほ
か
、
以
仁
王
の
乱
に
お
け
る
悪

僧
勢
力
の
限
界
を
明
ら
か
に
す
る
等
、
政
治
史
の
分
析
に
も
成
果
を
も
た
ら

し
て
い
る
（
第
五
・
七
・
八
章
）
。

　
平
氏
政
権
を
論
ず
る
場
合
、
あ
る
程
度
の
先
進
性
を
認
め
な
が
ら
も
、
短

期
間
に
没
落
し
た
点
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
の
か
が
、
大
き
な
問
題
と
な

る
。
田
中
氏
は
、
主
従
関
係
を
重
視
し
、
在
地
の
封
建
的
性
格
に
対
応
す
る

平
氏
の
中
世
的
性
格
を
評
価
し
な
が
ら
も
、
反
面
で
畿
内
を
中
心
に
平
氏
の

在
地
支
配
が
、
そ
れ
か
ら
排
除
さ
れ
た
在
地
領
主
や
農
民
と
の
閥
に
大
き
な

矛
盾
を
惹
起
し
た
点
を
閉
ら
か
に
し
、
平
氏
政
権
の
限
界
を
指
摘
し
て
い
る

（
第
　
～
四
の
各
章
）
。
源
平
争
乱
に
つ
い
て
は
通
常
東
国
武
士
の
蜂
起
の

持
つ
重
要
性
が
強
調
さ
れ
る
が
、
畿
内
に
お
け
る
田
堵
五
七
・
在
地
領
主
の

反
抗
も
平
氏
政
権
に
と
っ
て
大
き
な
制
約
を
も
た
ら
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に

し
た
（
第
八
章
）
。
こ
の
こ
と
は
平
氏
政
権
の
性
格
の
み
な
ら
ず
、
内
乱
に

お
け
る
畿
内
先
進
地
域
の
役
割
や
、
単
な
る
源
平
の
合
戦
に
止
ま
ら
ず
「
内

乱
」
と
称
さ
れ
る
所
以
を
鮮
明
に
描
き
出
し
た
と
書
え
よ
う
。

三
　
各
家
の
問
題
点

　
以
上
の
よ
う
に
本
書
は
多
く
の
優
れ
た
指
摘
を
含
み
、
綿
密
な
構
成
の
上

に
論
理
が
展
開
さ
れ
て
い
る
が
、
反
面
論
点
も
多
岐
に
わ
た
る
だ
け
に
矛
盾

や
疑
問
と
す
る
点
も
散
見
す
る
。
つ
ぎ
に
各
蚕
豆
に
気
づ
い
た
点
を
指
摘
す

る
こ
と
に
し
た
い
。

　
第
一
章
　
院
政
期
の
平
氏
は
院
領
を
媒
介
と
し
て
権
力
を
形
成
し
た
と
す

る
が
、
院
領
に
進
出
す
る
以
前
か
ら
武
士
団
を
形
成
し
て
お
り
、
院
は
そ
の

武
力
を
利
用
し
た
面
も
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
平
氏
の
台
頭
や
院
と
の
結
合

を
考
え
る
場
合
、
院
領
支
配
以
外
に
お
け
る
平
氏
の
権
力
基
盤
に
言
及
す
る

必
要
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
こ
の
点
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
、

平
氏
の
み
が
多
く
の
院
領
の
預
所
等
と
し
て
起
用
さ
れ
た
原
因
を
明
確
に
で

き
な
い
。

　
第
二
章
　
基
本
的
に
摂
関
象
の
荘
園
支
配
機
構
に
平
氏
の
勢
力
が
浸
透
し

た
こ
と
は
理
解
で
き
る
が
、
最
後
の
講
所
型
荘
園
の
事
例
と
平
氏
の
支
配
と

の
関
係
が
不
明
確
で
あ
る
。
請
所
で
あ
れ
ば
、
平
氏
の
支
醗
に
組
み
込
ま
れ

る
こ
と
も
な
い
が
、
反
毛
平
氏
と
の
矛
盾
も
惹
起
さ
れ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
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評書

こ
の
こ
と
と
関
連
す
る
が
、
四
で
後
述
す
る
よ
う
に
東
国
武
士
と
平
氏
政
権

の
矛
盾
が
十
分
解
明
さ
れ
て
い
な
い
点
に
本
書
の
大
ぎ
な
問
題
が
あ
る
と
言

え
る
。
さ
ら
に
平
氏
と
東
国
武
士
と
の
矛
盾
の
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る

藤
原
忠
清
の
東
国
配
置
は
、
治
承
三
年
十
一
月
政
変
の
結
果
実
現
し
た
も
の

で
、
し
か
も
上
総
の
受
領
だ
っ
た
こ
と
か
ら
考
え
て
も
、
恒
常
的
な
荘
圓
支

配
と
は
性
格
を
異
に
す
る
。
な
お
、
清
和
源
氏
等
の
「
兵
の
家
」
を
「
侍
」

と
称
さ
れ
る
が
、
近
年
の
研
究
か
ら
も
明
ら
か
な
よ
う
に
侍
は
六
位
級
の
官

人
を
意
味
し
て
お
り
、
単
純
に
権
門
の
爪
牙
の
意
味
に
用
い
る
こ
と
は
で
き

な
い
。

　
第
三
章
　
平
氏
の
安
芸
国
に
お
け
る
在
地
領
主
組
織
の
実
態
を
明
ら
か
に

し
て
い
る
が
、
同
国
と
平
氏
の
密
接
な
関
係
か
ら
考
え
て
、
こ
れ
を
国
衙
支

配
の
一
般
的
な
事
例
と
す
る
の
は
疑
問
と
言
え
よ
う
。
ま
た
権
力
編
成
の
矛

盾
が
内
乱
の
展
開
を
現
地
で
根
底
か
ら
規
定
す
る
原
動
力
と
す
る
反
面
、
源

氏
軍
の
阻
止
は
安
芸
に
お
け
る
在
地
領
主
組
織
の
成
功
が
原
因
と
す
る
裏
腹

の
評
価
が
な
さ
れ
て
お
り
、
や
や
理
癬
に
苦
し
む
。
家
人
制
の
貫
徹
と
家
人

以
外
の
在
地
領
主
と
の
矛
盾
と
い
う
問
題
は
幕
府
で
も
共
通
し
て
お
り
、
比

較
検
討
も
必
要
で
あ
る
。

　
第
四
章
　
佐
藤
氏
が
軍
事
貴
族
的
挫
格
を
有
し
た
武
士
で
あ
る
こ
と
か
ら

考
え
て
、
同
氏
の
田
仲
荘
へ
の
進
出
は
「
土
着
」
で
は
な
く
「
留
住
」
と
す

る
べ
き
で
は
な
い
か
。
佐
藤
氏
や
湯
浅
氏
は
軍
事
貴
族
的
な
存
在
で
一
般
の

在
地
領
主
と
は
異
な
る
が
、
平
氏
の
在
地
支
配
を
論
ず
る
場
合
、
こ
う
し
た

事
例
が
一
般
的
で
あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
雷
及
し
て
ほ
し
か
っ
た
。
ま
た
、

平
矯
政
権
の
軍
事
動
員
体
制
を
高
く
評
擁
す
る
が
、
他
方
で
田
堵
・
農
民
の

抵
抗
を
強
調
し
て
お
り
、
軍
事
動
員
を
可
能
と
し
た
条
件
や
そ
の
実
態
も
解

明
す
べ
き
で
あ
る
。

　
第
五
章
　
延
暦
等
の
強
訴
対
策
で
後
白
河
と
平
氏
の
対
立
が
表
面
化
す
る

が
、
平
氏
と
院
が
対
立
す
る
に
至
っ
た
背
景
、
平
氏
が
延
暦
寺
と
密
接
に
提

携
し
た
嘆
殿
を
解
明
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
平
氏
と
権
門
寺
院
は
在
地

支
配
を
め
ぐ
っ
て
宿
命
的
対
立
に
あ
っ
た
と
す
る
が
、
指
摘
さ
れ
た
事
例
は

い
ず
れ
も
興
福
寺
・
春
日
社
と
の
紛
争
で
も
あ
り
、
延
暦
寺
に
は
当
て
は
ま

ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
、
治
承
三
年
政
変
に
お
い
て
自
ら
提
携
を

申
し
出
た
に
も
拘
ら
ず
、
延
暦
寺
と
の
関
係
も
断
絶
す
る
に
等
し
い
遷
都
構

想
を
提
示
し
た
り
、
高
倉
院
の
厳
島
御
幸
を
強
行
す
る
等
、
矛
盾
し
た
平
氏

の
延
暦
寺
政
策
の
背
景
に
も
論
及
し
て
ほ
し
か
っ
た
。

　
第
六
章
　
治
承
三
年
政
変
は
白
川
殿
遺
領
問
題
等
、
平
氏
の
政
治
的
地
位

や
権
力
基
盤
を
根
底
か
ら
崩
壊
さ
せ
る
内
容
だ
っ
た
と
す
る
が
、
第
一
章
の

指
摘
さ
れ
た
院
の
家
産
機
構
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
の
で
あ

ろ
う
か
。
　
一
方
、
治
承
三
年
政
変
の
結
果
、
平
氏
は
官
人
等
を
組
織
し
た
と

す
る
が
、
有
名
な
藤
原
行
隆
が
平
氏
没
落
後
も
弁
官
と
し
て
活
躍
し
た
よ
う

に
、
こ
の
時
に
起
用
さ
れ
た
官
人
等
を
と
く
に
「
与
党
化
」
し
た
と
積
極
的

に
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
高
倉
院
政
は
平
氏
の
偲
備
で
あ
っ
た
と
す
る

が
、
高
倉
が
政
治
の
中
心
に
あ
っ
た
段
階
と
、
清
盛
が
独
断
専
行
す
る
福
原

遷
都
以
降
と
の
段
階
差
を
開
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
第
七
章
　
権
門
寺
院
の
反
平
氏
的
な
蜂
起
を
生
み
出
す
基
底
に
平
氏
の
在

地
支
配
に
よ
る
田
堵
・
大
衆
下
層
集
団
と
の
対
立
が
あ
っ
た
と
す
る
が
、
臭

体
的
な
事
例
が
欠
如
し
て
お
り
、
や
や
説
得
力
に
欠
け
る
。
以
仁
王
の
園
城

寺
滞
在
申
に
近
江
源
庚
等
の
連
繋
が
な
か
っ
た
こ
と
を
「
兵
僧
運
合
」
の
未

成
立
と
し
、
そ
の
原
因
を
在
地
領
主
と
田
堵
の
階
級
対
立
と
す
る
が
、
以
仁

王
を
擁
立
し
た
悪
僧
の
中
心
は
武
士
出
身
で
あ
り
、
か
か
る
説
明
に
は
疑
問

も
残
る
。
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第
八
章
　
福
原
遷
都
の
理
解
に
つ
い
て
は
拙
稿
を
引
用
し
て
お
ら
れ
る
が
、

論
点
に
は
い
く
つ
か
の
相
違
も
あ
る
。
詳
細
は
拙
稿
「
『
福
原
遷
都
』
考
」

（『

ｧ
命
館
文
学
』
五
〇
九
号
）
を
ご
参
照
頂
き
た
い
が
、
と
く
に
還
都
や

後
白
河
・
基
房
の
復
帰
を
平
氏
の
単
な
る
妥
協
と
す
る
の
は
疑
問
で
あ
る
。

ま
た
後
白
河
院
政
を
否
定
し
て
高
倉
・
安
徳
体
制
を
擁
立
し
た
平
氏
政
権
と
、

治
承
三
年
政
変
自
体
を
否
定
す
る
園
城
・
興
福
寺
と
の
対
立
は
、
単
な
る
既

得
権
益
を
め
ぐ
る
問
題
と
は
言
い
が
た
い
。
　
一
方
、
延
贋
寺
と
平
氏
の
関
係

に
つ
い
て
は
、
先
述
の
よ
う
に
包
括
的
な
視
点
か
ら
の
評
価
が
必
要
で
あ
ろ

う
。
さ
ら
に
追
討
に
お
け
る
兵
士
・
兵
線
米
の
徴
集
が
平
氏
と
権
門
寺
院
の

対
立
を
強
め
た
と
す
る
が
、
園
城
・
興
福
寺
の
焼
打
ち
以
後
、
一
応
畿
内
周

辺
が
平
氏
の
支
配
に
服
し
、
寿
永
二
年
の
北
陸
道
遠
征
の
ご
と
く
相
応
の
武

力
を
組
織
で
き
た
点
を
ど
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

四
　
全
体
的
な
問
題
点

　
最
後
に
本
書
の
全
体
構
成
に
係
わ
る
問
題
を
指
摘
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
ま
ず
第
一
に
問
題
と
な
る
の
は
、
院
・
摂
関
家
等
の
権
門
と
し
て
の
性
格

で
あ
る
。
本
書
で
は
一
貫
し
て
院
・
摂
関
家
は
平
氏
に
蚕
食
さ
れ
る
だ
け
の

存
在
と
な
っ
て
お
り
（
第
一
・
二
章
）
、
そ
れ
ら
の
権
門
と
し
て
の
政
治
活
動

が
捨
象
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
貴
族
・
武
士
を
峻
別
す

る
の
で
は
、
領
主
制
論
と
同
じ
方
法
に
陥
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

荘
園
支
配
を
平
氏
に
依
存
し
な
が
ら
清
盛
と
対
立
し
、
そ
の
打
倒
を
企
図
し

た
後
白
河
院
の
立
場
や
政
治
力
等
に
つ
い
て
、
踏
み
込
ん
だ
分
析
が
必
要
で

あ
っ
た
。

　
つ
ぎ
に
、
平
氏
と
畿
内
・
西
国
の
在
地
領
主
・
田
堵
農
民
の
対
立
を
重
視

し
た
点
に
つ
い
て
。
ま
ず
、
平
氏
の
所
領
支
配
を
め
ぐ
っ
て
矛
盾
が
惹
起
さ

れ
る
と
い
う
が
、
反
平
氏
の
動
き
は
平
氏
の
所
領
の
所
在
地
と
は
限
ら
な
い

の
で
あ
り
、
単
な
る
所
領
支
配
の
問
題
を
超
え
た
矛
盾
の
検
討
が
不
可
欠
で

あ
る
。
ま
た
、
肝
心
の
東
国
武
士
と
の
矛
盾
に
つ
い
て
は
、
第
二
章
で
簡
単

に
触
れ
ら
れ
て
い
る
に
す
ぎ
ず
、
十
分
分
析
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。

い
う
ま
で
も
な
く
平
氏
を
滅
亡
に
追
い
込
ん
だ
最
大
の
要
因
は
東
国
武
道
の

軍
事
的
勝
利
で
あ
り
、
平
氏
の
行
動
を
制
約
し
た
畿
内
武
士
の
抵
抗
は
副
次

的
な
も
の
に
と
ど
ま
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
な
お
、
随
所
で
田
堵
と
在
地
領
主
の
階
級
的
対
立
が
強
調
さ
れ
る
ほ
か
、

平
氏
政
権
が
階
級
利
害
を
貫
徹
し
た
と
す
る
指
摘
（
第
六
箪
）
も
あ
り
、
階

級
の
問
題
が
重
視
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
田
中
氏
自
身
が
田
堵
の
利
害
や

闘
争
は
直
載
に
寺
院
の
動
向
を
規
定
し
な
い
と
指
摘
（
第
五
章
）
さ
れ
た
通

り
、
階
級
の
問
題
は
そ
の
ま
ま
に
政
治
史
に
投
影
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、

権
門
の
動
き
を
通
し
て
政
治
史
に
反
映
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

諸
政
治
勢
力
の
対
立
を
た
だ
ち
に
階
級
の
問
題
に
還
元
す
る
点
に
は
疑
問
が

残
る
。
政
治
的
対
立
を
階
級
の
問
題
と
理
解
す
る
の
は
、
先
述
し
た
院
・
摂

関
家
に
対
す
る
分
析
の
問
題
と
と
も
に
、
本
来
溝
劇
論
と
い
う
性
格
を
有
す

る
権
門
体
制
論
に
よ
っ
て
政
治
史
叙
述
を
行
う
こ
と
の
困
難
さ
を
物
語
る
も

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
ま
た
、
平
氏
と
権
門
寺
院
と
の
対
立
に
つ
い
て
も
、
個
々
の
局
面
・
事
態

に
つ
い
て
は
精
細
な
分
析
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
反
爾
、
す
で
に
述
べ
た
よ

う
に
妥
協
と
対
立
を
繰
り
返
す
延
暦
寺
と
の
関
係
や
、
園
城
・
興
福
寺
と
の

非
和
解
的
な
関
係
に
つ
い
て
、
政
治
構
造
を
前
提
と
し
た
包
括
的
な
検
討
が

必
要
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、
厳
島
神
社
の
地
位
向
上
、
福
漂
遷
都
に
よ
る

寺
院
勢
力
と
の
一
種
の
訣
別
、
南
都
の
焼
打
ち
と
い
っ
た
政
策
は
、
従
来
の

王
法
仏
法
相
依
の
枠
を
否
定
す
る
も
の
で
あ
り
、
単
に
院
政
政
権
と
対
比
し
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評書

て
拙
劣
な
も
の
と
見
敏
す
だ
け
で
は
な
く
、
平
氏
政
権
独
自
の
宗
教
政
策
・

構
想
を
検
討
す
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
権
門
と
し
て
の
平
氏
の
評
価
に
つ
い
て
も
疑
問
点
が
あ
る
。
ま
ず
、
軍
事

力
の
独
占
に
よ
っ
て
政
界
を
支
配
し
た
平
氏
が
、
依
然
最
大
の
軍
事
権
門
で

あ
り
な
が
ら
後
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
（
第
八
章
）
原
因
が
不
明
確
で
あ
る
。

再
三
本
書
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
平
氏
家
人
の
組
織
化
が
そ
の
他
の

武
士
団
と
の
対
立
を
生
じ
た
の
は
事
実
で
あ
る
が
、
平
氏
家
人
の
武
力
・
人

数
面
で
の
限
界
の
指
摘
が
不
可
欠
で
あ
っ
た
。
㎝
方
で
家
人
組
織
の
達
成
を

評
価
し
な
が
ら
、
他
方
で
家
人
以
外
と
の
対
立
を
強
調
し
、
論
旨
の
矛
盾
が

感
じ
ら
れ
た
原
困
は
こ
こ
に
あ
る
。
さ
ら
に
、
困
衙
に
組
織
さ
れ
た
武
士
を

動
員
で
き
る
院
の
政
治
力
や
支
配
の
正
当
性
、
東
国
武
士
も
含
め
た
国
家
全

体
の
武
力
の
存
在
形
態
と
そ
の
動
向
と
い
っ
た
問
題
を
視
野
に
入
る
べ
き
で

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
「
序
章
三
」
で
石
母
田
正
疑
を
批
判
し
た
際
、
田

中
氏
は
院
政
期
に
お
け
る
「
全
体
的
武
力
装
置
」
の
な
か
で
平
氏
武
士
団
の

役
割
・
発
展
過
程
を
解
明
す
る
こ
と
を
課
題
と
し
て
提
唱
し
て
い
る
が
、
こ

の
点
の
解
明
は
や
や
不
十
分
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
最
後
に
、
田
中
氏
は
平
氏
の
家
人
・
郎
等
の
組
織
を
中
世
的
・
封
建
的
と

強
調
し
て
い
る
（
第
二
・
穴
章
）
が
、
そ
の
限
界
が
不
明
確
で
あ
る
。
た
と

え
ば
、
鎌
倉
幕
府
と
の
異
同
・
段
階
差
に
つ
い
て
も
検
討
を
加
え
る
べ
き
で

は
な
か
っ
た
か
。
ま
た
、
家
人
の
支
配
機
構
へ
の
送
り
込
み
を
平
氏
の
特
色

と
し
て
重
視
す
る
が
（
六
章
）
、
家
人
の
組
織
化
や
機
構
へ
の
送
り
込
み
は
摂

関
家
や
院
に
も
見
え
る
問
題
で
あ
る
。
第
二
章
で
指
摘
さ
れ
た
よ
う
に
、
摂

関
家
は
保
元
の
乱
以
前
の
段
階
で
、
荘
園
を
介
し
て
武
力
組
織
を
形
成
し
、

保
元
の
乱
に
動
員
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
田
中
氏
が
依
拠
す
る
権
門
体
制
論

で
は
、
荘
園
領
主
権
門
も
申
世
的
に
自
己
変
容
し
て
い
た
と
さ
れ
る
が
、
こ

の
点
と
の
関
係
は
ど
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
よ
い
の
だ
ろ
う
か
。
結
局
、
院

政
期
か
ら
鎌
倉
時
代
を
見
通
し
た
中
で
平
氏
政
権
の
位
置
づ
け
が
十
分
に
な

さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
、
平
氏
政
権
が
「
古
代
か
ら
中
世
へ
の
国
家
権
力
形

態
の
転
換
の
中
で
い
か
な
る
歴
史
的
位
置
を
占
め
た
の
か
」
と
い
う
本
書
の

課
題
（
序
章
）
に
対
す
る
結
論
は
、
必
ず
し
も
明
快
と
は
言
い
が
た
い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

　
総
じ
て
、
個
々
の
論
点
に
つ
い
て
は
精
力
的
で
精
緻
な
研
究
が
な
さ
れ
た

の
に
対
し
、
全
体
的
な
課
題
に
つ
い
て
の
結
論
が
、
や
や
不
明
確
で
あ
っ
た

点
が
惜
し
ま
れ
る
。

五
　
む
　
　
す
　
　
び

　
以
上
、
本
書
に
関
す
る
問
題
点
を
列
挙
し
た
が
、
そ
の
多
く
は
優
れ
た
達

成
ゆ
え
の
、
卿
「
な
い
も
の
ね
だ
り
」
で
あ
り
、
む
し
ろ
我
々
後
進
に
与
え
ら

れ
た
課
題
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
本
書
が
方
法
・
実
証
・
成
果
の
い
ず

れ
の
面
で
も
車
越
し
た
内
容
で
、
二
で
述
べ
た
よ
う
に
平
氏
政
権
論
、
当
該

期
の
政
治
史
分
析
を
大
き
く
前
進
さ
せ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。

　
不
十
分
な
読
解
や
誤
読
に
よ
る
妄
雷
も
少
な
く
な
い
と
思
う
し
、
ま
た
先

学
に
対
し
礼
を
失
し
た
面
も
あ
っ
た
も
思
う
。
田
中
氏
な
ら
び
に
読
者
の
ご

容
赦
の
お
願
い
し
た
い
。

　
な
お
、
早
々
に
書
評
を
承
諾
し
な
が
ら
、
思
わ
ぬ
震
災
で
長
期
に
わ
た
る

避
難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
本
書
の
刊
行
か
ら
大
幅
な

時
日
を
経
過
し
て
し
ま
っ
た
。
理
由
は
ど
う
あ
れ
雷
い
訳
で
き
な
い
失
態
で

あ
る
。
あ
わ
せ
て
ご
寛
恕
を
乞
う
次
第
で
あ
る
。
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